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	第 10 回 明日のビジネスを担う  女性たちの交流会 in 大阪
企業の持続的成長のためには、多様な人材の能力を最大限に引き出し、さらなるイノベーションを生み出していくことが不可欠です。多様性の中でも特に女性の活躍推進は、我が国の成長戦略の柱の一つであり、コロナ禍をきっかけとして、多くの日本企業において柔軟な働き方が着実に浸透している今こそ、女性たちが自らのキャリアについて積極的に考え、行動に移していくための後押しが必要です。�毎年この交流会では、先駆的に活躍されている女性役員・幹部によるパネルディスカッションをご提供しておりますが、今年もオンラインで開催します。今後のキャリアアップに向けたアドバイスを得る機会として、是非ご参加ください。
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